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〔２月の行事予定〕 
１日(水)  自治会だより発行  11日(土) 10:00 会館新改築検討委員会 

３日(金) 19:00 運営委員会  18日(土) 8:30 資源回収 

４日(土) 8:30 資源回収    自治会だより原稿締切 

４日(土)～５日(日) キャンドルナイト  22日(水) 15;00 自治会だより編集会議 

９日(木) 10:00 むつみ会  25日(土) 9:00 自治会だよりほか配付 

10日(金) 19:00 役員会     

 

 

 

 

見晴台自治会 

 

発行･編集 見晴台自治会事務局 〒067-0042 江別市見晴台54-5 見晴台自治会館 ℡011-378-9884 

自治会排雪→四番通り側から 

２月７日（火）～２1 日（火） 
自治会の皆様におかれましては、年明けから大雪で道幅が狭く、

住宅地の中通りは車１台通るのがやっとの状態になり、多くの方が

排雪作業を待ち望んでいるのではないかと思われます。 

今年度の自治会排雪は、天候等により多少前後することがありますが、日曜日を除いた上記の

日程で実施になります。作業日程などの詳細については別紙折り込みをご確認ください。 

作業中の振動、騒音、通行止めについては、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

【排雪作業期間中の注意とご協力のお願い】 
（１）排雪作業は、午前８時から電柱及び民地境界から一定の距離を保ち雪の片寄せ作業をします。

縁石付近の障害物や、雪で見えなくなるものは撤去するか目印を付けてください。 

（２）排雪作業中の区間は通行止めになります。作業中は絶対に近寄らないでください。 

（３）排雪実施日と市のごみ収集日が重なる場合は、前日ごみステーションに貼紙をします。 

（４）車の路上駐車や放置は、作業の妨げや事故の原因となりますので駐車はご遠慮ください。 

（５）排雪作業前の自宅敷地内から道路への雪出しは、作業の支障や通行の妨げとなります。 

また、作業後の車道との段差などについては、各自で処理をお願いします。 

〔生活環境部〕 

 

2023(令和 5)年 

2 月 よ 

だ り 
通算３36号 

見晴台住民数（令和５年1月１日現在） 

男性 2,041人 （前月比 6人減） 

女性 2,215人 （前月比 11人減） 

合計 4,256人 （前月比 17人減） 

 
 

1日(土)  自治会だより発行  1６日(日)  三世代交流もちつき会(中止) 

７日(金) 19:00 運営委員会  21日(金) 8:30 自治会だより原稿締め切り 

９日(日)  新年交流会（中止）  2５日(火) 19:00 自治会だより編集会議 

13日(木) 10:00 むつみ会  2７日(木) 10:00 むつみ会 

15日(土) 8:30 資源回収  2９日(土) 9:00 自治会だよりほか配布 

 19:00 役員会   13:00 災害時のレシピ講座 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 

見晴台支え合い見守りづくり㊿ 

 

 むかし、むかし…その四 “ツイシカリの登場” 
 

 明治前後の北海道に大きな業績を残した人物と言えば、松浦武四郎の名をあげる人が多いと

思います。北海道の名付け親であり、探検家であり、アイヌの現状をルポルタージュした作家

でもありました。 

武四郎は、１８１８年三重県松阪市の郷士（農村で暮らした武士）の家の4男として生まれ、

１７歳で出家して全国行脚の旅に出ています。２７歳で初めて北海道に渡り、知床まで来てい

ます。その後、６回に及ぶ蝦夷地探検の末に記された資料を基に、９０冊にも及ぶ地名地図や

紀行日誌（石狩日誌、天塩日誌、夕張日誌）を刊行し、1８６９年（明治 2 年）には、開拓判

官（長官、次官に次ぐ地位）に就いています。 

その６回の蝦夷地渡航の内、三回江別に立ち寄って、当時の様子を記しています。 

松浦武四郎が、弘化３年（１８４６年）に、樺太から宗谷・石狩川を通ってエベツ（江別）・

千歳に抜け、江差に至った二回目の蝦夷地探検をし、その際に、見聞きしたことを「再航蝦夷

日誌」に記しています。その中に、対雁のことについても書いています。 

以下、その抜粋です（現代語訳）。 

……“ツイシカリには、茅葺の大きな番屋や蔵、

弁天社があり、さらにアイヌの小屋も五、六軒連な

っている。先述のとおり、この番屋は文政年間にシ

ノツ方面から移転したものだった。アイヌの家には

ヒグマ、鷲、フクロウ（アイヌにとってフクロウは

神の鳥）が飼われている。 

土地は肥沃で、大豆、インゲン豆、カボチャ、茄

子、大根、稗、じゃがいもなどを栽培しているが、

松前藩はアイヌの畑作を禁止しているため、役人に

見つからないように作っている。 

石狩川では鮭のほか、チョウザメ、チカ、ヒラメ、

ソイなどが捕れる。” …… 

今から１80年前のツイシカリの賑わいや石狩川の豊かさが伝わってきます。 

場所請負人が管理し、物流の拠点であり千歳方面への入り口だったツイシカリは、札幌に開

拓使が置かれた明治４年５月２５日（１８７１年）付開拓使民事局布達によって、対雁村とな

りました。札幌村も含めた９村の一つでした。この対雁村が近代的な行政の体裁を整えるのは、

明治３９年（1906年）三村（江別村、対雁村、篠津村）合併して江別村になるまで待たなけ

ればなりませんでした。 

次回は、“江別開拓のはじまり”です。 

〔事務局〕 
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  第４回自治会館新改築検討委員会開催 
 

≪会館改築のテーマ≫『世代をつなぎ、文化発信の拠点を目指して』 

第５回新改築検討委員会は、１月１４日（土）１０時から自治会館大広間で開催されました。 

前回委員会で集約した要望について、事業者から取り寄せました平面図を参考に、詳細を詰めて

いきました。ふれあい会館解体後、和室は非常口を設けた多目的室として改修、トイレには授乳室

や多機能トイレを設置、厨房は非常時対応を兼ね大広間と繋げバリアフリー化とするほか、会議室

には防音窓の設置、備品庫の使用方法などを協議しました。 

これからは、次回の委員会で自治会に向けた答申をまとめ、3 月の役員会で協議後、4 月に住民

アンケートを実施する予定です。 

第６回自治会館新改築検討委員会は、２月１１日（土）１０時より開催します。 

〔事務局〕 

 

身近な相談相手 「民生委員・児童委員」 
少子化や核家族化によって地域のつながりが薄れる中、高齢者や障がい

のある方、子育てや介護をしている方などが、周囲に相談できず孤立して

しまうケースが増えています。 

地域の身近な相談相手として、厚生労働大臣から委嘱された「民生委

員・児童委員」が、一定の担当地区を持ち、住民の皆さんが安心して暮

らせるよう相談の解決に向けたお手伝いをしています。内容によりその場で解決ができないこと

は専門機関を紹介することもできます。民生委員・児童委員、主任児童委員には守秘義務があり、

相談した方の秘密は守られます。気軽にご相談ください。 

氏 名 住 所 電 話 担当地区（番地） 

◇見晴台地区の民生委員・児童委員 

常盤 忠明 見晴台 33－3 389-7077 見晴台 3～9、80、81、92～94 

杉山 千鶴 見晴台 2－23 090-2696－3930 見晴台 10～17、54、55 

江畑 稔 見晴台 66－12 384-9284 見晴台 18～28 

三橋 満和子 見晴台 59－1 384-2378 見晴台 46、47、49～53、57～59、78、79 

杉本 優子 見晴台 74－10 384-8223 見晴台 60、61、66～77、82～84 

中村 玲子 見晴台 2－30 385-4555 見晴台 1、2、95～103 

菊池 恵理子 見晴台 98－6 382-6853 見晴台 29～45、48 

仲西 聖 見晴台 87－9 385-1317 見晴台 85～91、104～112 

◇主任児童委員 

山下 美恵 見晴台 84－13 382-7535 江別北地区全域 

※任期：令和４年１２月１日～令和７年１１月３０日
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  毎月第１、第３土曜日  

資源回収にご協力を！ 

   

見晴台キャンドルナイト 2023 いよいよ開催！！ 

2 月 4 日（土）、5 日（日）に「見晴台キャンドルナイト」を開催します！ 

今年もたくさんの方に参加申し込みをいただき、配付したキャンドルは 1,000 個

を超え、当日は見晴台のあちこちでキャンドルが灯る景色を楽しめると思います。 

開催日には、キャンドルの点灯場所が分かる「見どころマップ」を、会館前で

ゲットできます！また、会館周りを「にこにこ広場」さんがキャンドルで照らし

てくれることになっていますので、会館方面にもぜひお立ち寄りを！   

〔事業推進部〕 

 

     資源回収にご協力有難うございます 
自治会の集団資源回収には、皆様のご協力により令和４年も１月

から１２月まで多くの資源物を回収できました。（右表参照） 

回収した資源物は、品目量毎に単価を乗じた収益金が資源回収事

業者から、また、回収量に応じた奨励金が江別市から振り込まれ、こ

れらは、自治会活動を支える重要な財源として活用されています。 

資源物は、新たな製品へと再生されるなど

有効利用が図られるほか、廃棄物の減量化に

つながるものです。 

今後も、日頃のご協力に感謝するとともに、

第１、第３土曜日の集団資源回収には、引き

続き、会員皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。 

〔会計部〕 
 

～～～【事務局から】～～～～～ 

２月の事務局開設日は、１日、４日、８日、１５日、１８日、２２日、

２５日の７日間です。 ※１１日（土）は祝日のため事務局は休みです。 

水曜日は午後１時～４時まで、土曜日は午前９時～１２時まで、事務局員が事務室に駐在して

います。会費納入のほか、自治会活動に関するご意見、ご相談なども受けていますので、気軽にお

立ち寄りください。 

令和４年資源物回収量 

品 目 回収量(㎏） 

古
紙 

新   聞 90,770 

雑   誌 9,610 

ダンボール 43,290 

牛乳パック 1,300 

び
ん 

1.8リットルびん 973 

ビールびん 137 

上記以外のびん 182 

カレットびん 38,768 

金
属 

ア ル ミ 缶 3,381 
スチール缶 2,339 

鉄 く ず 3,240 

布 2,520 

合 計 196,510 

２月事務局員駐在日 

見晴台自治会集団資源回収収益金報告 

１月（７日、２１日）分 

48，785円になりました。 

 ご協力有難うございました。 

1日(土)  自治会だより発行  1６日(日)  三世代交流もちつき会(中止) 

７日(金) 19:00 運営委員会  21日(金) 8:30 自治会だより原稿締め切り 

９日(日)  新年交流会（中止）  2５日(火) 19:00 自治会だより編集会議 

13日(木) 10:00 むつみ会  2７日(木) 10:00 むつみ会 

15日(土) 8:30 資源回収  2９日(土) 9:00 自治会だよりほか配布 

 19:00 役員会   13:00 災害時のレシピ講座 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


